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光
綾
公
園
で
は
、
バ
ラ
が
満
開
で
し
た

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

る
。
一
般
食
品
へ
の
異
物
混
入
な

ど
が
頻
発
し
て
い
る
が
、
本
市
で

も
昨
年
度
、
健
康
被
害
に
は
至
ら

な
か
っ
た
が
調
理
中
に
器
具
の
部

品
と
ビ
ニ
ー
ル
片
が
混
入
す
る
と

い
う
異
物
混
入
事
故
が
発
生
し

た
。
再
発
防
止
策
と
し
て
、
調
理

従
事
者
に
注
意
喚
起
す
る
と
と
も

に
、
調
理
業
務
の
作
業
工
程
を
マ

ニ
ュ
ア
ル
ど
お
り
に
行
う
こ
と
を

徹
底
し
た
。
放
射
性
物
質
の
濃
度

検
査
は
、
過
去
に
２
度
微
量
の
放

射
性
セ
シ
ウ
ム
が
検
出
さ
れ
て
い

る
が
、
測
定
下
限
値
未
満
の
測
定

結
果
が
続
い
て
い
る
た
め
、
提
供

し
た
給
食
を
２
週
間
分
ま
と
め
て

行
う
こ
と
に
変
更
し
た
。

　

問　

市
で
は
、
小
・
中
学
校
で

完
全
給
食
を
実
施
し
て
い
る
。
県

内
で
完
全
給
食
を
実
施
し
て
い
る

中
学
校
は
少
な
い
中
で
、
プ
ロ
が

作
る
温
か
い
給
食
を
提
供
す
る
取

り
組
み
は
評
価
で
き
る
が
、
実
施

に
当
た
っ
て
は
、
安
全
で
安
心
な

も
の
が
提
供
さ
れ
る
べ
き
で
あ

る
。
衛
生
管
理
の
徹
底
や
調
理
業

務
従
事
者
の
研
修
、
調
理
器
具
の

畑
井　

陽
子

分
解
、
洗
浄
な
ど
、
徹
底
管
理
さ

れ
て
い
る
中
で
、
昨
年
度
異
物
混

入
事
故
が
起
こ
っ
た
。
異
物
混
入

の
状
況
と
再
発
防
止
に
ど
の
よ
う

な
対
策
を
講
じ
た
の
か
。ま
た
、福

島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
以

来
、
提
供
食
の
放
射
性
物
質
の
濃

度
検
査
を
行
っ
て
い
る
が
、
今
年

度
よ
り
検
査
を
週
に
１
度
か
ら
２

週
に
１
度
に
変
更
し
た
理
由
は
。

　

答　

学
校
給
食
は
、
安
全
で
安

心
な
も
の
を
安
定
的
に
供
給
し
な

子
ど
も
た
ち
に
安
全
安
心
な
給

食
を
提
供
す
る
た
め
の
対
策
は
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問　

大
地
震
な
ど
の
災
害
が
起

き
た
際
、
自
分
が
住
ん
で
い
る
地

域
に
ど
の
よ
う
な
被
害
が
生
じ
る

か
を
事
前
に
考
え
、
準
備
し
て
お

く
こ
と
は
大
切
だ
と
考
え
る
。
本

市
で
も
、
地
域
に
よ
っ
て
避
難
所

ま
で
の
距
離
に
差
が
あ
り
、
坂
が

あ
る
場
合
も
あ
る
な
ど
、
実
情
に

沿
っ
た
訓
練
が
必
要
と
さ
れ
る
。

地
図
上
で
、
災
害
時
の
危
険
箇
所

や
避
難
経
路
な
ど
を
確
認
し
、
情

報
の
共
有
を
ゲ
ー
ム
形
式
で
行
え

る
Ｄ
Ｉ
Ｇ
（
災
害
図
上
訓
練
）
を

地
域
の
防
災
訓
練
に
取
り
入
れ
て

は
ど
う
か
。
ま
た
、
災
害
が
起
き

た
際
、
学
校
に
は
子
ど
も
と
地
域

住
民
が
集
ま
る
た
め
、
学
校
と
地

域
が
連
携
を
図
り
、
合
同
防
災
訓

練
を
実
施
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

志
政
あ
や
せ　

橘
川　

佳
彦

　

答　

平
成　

年
３
月
に
作
成
し

２５

た
、
市
防
災
ま
ち
づ
く
り
計
画
に

基
づ
き
、
モ
デ
ル
地
域
で
は
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
地
域
の

課
題
な
ど
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を

重
ね
て
い
る
。　

年
度
は
、
防
災

２７

ま
ち
づ
く
り
活
動
で
の
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
案
を
作
成
す
る
予

定
で
あ
り
、
Ｄ
Ｉ
Ｇ
を
含
む
さ
ま

ざ
ま
な
訓
練
の
実
施
に
向
け
て
検

討
し
た
い
。
ま
た
、
学
校
と
自
治

会
な
ど
と
の
合
同
防
災
訓
練
は
、

情
報
、
通
信
、
施
設
、
備
蓄
品
な

ど
の
共
有
が
可
能
と
な
り
、
児

童
・
生
徒
の
安
全
確
保
に
も
有
効

な
訓
練
で
あ
る
。
し
か
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
が
あ
る
た
め
、
関
係

部
署
と
研
究
を
重
ね
、
有
効
な
防

災
訓
練
を
実
施
し
て
い
き
た
い
。

（
ほ
か
に
「
職
員
の
適
正
配
置
に

つ
い
て
」
を
質
問
）

　

問　

近
年
、
地
球
温
暖
化
に
よ

る
異
常
気
象
が
頻
発
し
て
お
り
、

地
方
公
共
団
体
は
風
水
害
や
地
震

な
ど
自
然
災
害
の
被
害
を
最
小
限

に
と
ど
め
る
た
め
、
防
災
、
減
災

へ
備
え
る
こ
と
が
急
務
の
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
災
害
に
対
し
て
の

備
え
は
、
自
助
、
共
助
、
公
助
が

あ
る
が
、ま
ず
は
家
庭
で
の
備
え
、

自
助
の
部
分
が
非
常
に
大
切
と
考

え
る
。
各
家
庭
で
水
、
食
糧
、
日

用
品
な
ど
が
備
え
ら
れ
る
よ
う

に
、
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
と

い
う
自
助
の
大
切
さ
を
、
市
民
へ

積
極
的
に
啓
発
を
行
う
べ
き
と
思

う
が
ど
う
か
。
ま
た
、
資
機
材
の

備
蓄
や
災
害
協
定
の
締
結
な
ど
、

共
助
、
公
助
部
分
の
災
害
対
策
の

現
状
と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

　

答　

自
助
の
取
り
組
み
は
、
防

災
対
策
総
合
ガ
イ
ド
や
防
災
マ
ッ

プ
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
な
ど
の
配

付
、
各
種
講
演
会
の
開
催
や
講
座

へ
の
講
師
派
遣
な
ど
を
実
施
し
、

自
助
に
対
す
る
意
識
啓
発
に
努
め

て
い
る
。
ま
た
、
共
助
の
取
り
組

み
は
、
地
域
で
行
う
自
主
防
災
訓

練
や
地
域
の
防
災
ま
ち
づ
く
り
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
な

ど
の
支
援
を
継
続
し
て
い
く
。
公

助
の
取
り
組
み
は
、
建
機
レ
ン
タ

ル
会
社
と
応
急
対
策
資
機
材
の
協

定
締
結
や
地
震
気
象
情
報
サ
イ
ト

の
公
開
、
防
災
行
政
用
無
線
の
個

別
受
信
機
の
更
新
な
ど
や
、
要
配

慮
者
及
び
自
主
防
災
組
織
の
資
機

材
の
充
実
を
図
り
災
害
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

（
ほ
か
に
「
教
育
力
向
上
へ
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
」
を
質
問
）

自助・共助・公助

を連携して災害に

強いまちづくりを

あ
や
せ
未
来
会
議　

比
留
川
政
彦

　

問　

市
で
は
、
人
件
費
を
下
げ

る
た
め
正
規
職
員
を
減
ら
し
、
官

製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
と
言
わ
れ
る

低
賃
金
の
臨
時
・
非
常
勤
職
員
を

雇
用
し
て
市
政
運
営
を
行
っ
て
い

る
。
非
常
勤
職
員
は
、
正
規
職
員

と
同
様
の
業
務
を
行
っ
て
い
る
に

も
関
わ
ら
ず
、
平
均
年
収
が　

万
７７

円
程
度
と
聞
い
て
い
る
。
総
務
省

の
通
知
に
よ
る
と
、
非
常
勤
職
員

の
賃
金
な
ど
は
職
務
の
内
容
や
責

任
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
べ
き
と

あ
る
が
、
市
が
賃
金
を
決
定
す
る

際
の
根
拠
と
、
近
年
の
平
均
年
収

は
。
ま
た
、
地
方
自
治
法
に
よ
る

と
通
勤
費
の
支
給
が
で
き
る
と
の

こ
と
で
あ
り
、
以
前
に
は
一
時
金

も
支
払
わ
れ
て
い
た
と
聞
い
て
い

る
が
、
現
在
の
状
況
は
ど
う
か
。

　

答　

非
常
勤
職
員
の
賃
金
は
、

総
務
省
自
治
行
政
局
か
ら
の
通
知

に
基
づ
き
、
各
自
治
体
の
裁
量
に

職員と同じ業務を

行う非常勤職員の

賃金決定の根拠は
二
見　

昇

よ
り
決
定
し
て
い
る
。
本
市
の
賃

金
額
は
職
種
ご
と
に
設
定
し
、
事

務
の
種
類
や
性
質
、
必
要
と
な
る

資
格
な
ど
を
考
慮
す
る
と
と
も

に
、
神
奈
川
県
最
低
賃
金
及
び
近

隣
自
治
体
の
状
況
な
ど
も
参
考
に

し
て
決
定
し
て
い
る
。
平
成　

年
２５

度
の
平
均
年
収
は
約　

万
円
だ
っ

８０

た
。
ま
た
、
通
勤
費
は
、
正
規
職

員
と
同
様
に
交
通
機
関
利
用
者
及

び
交
通
用
具
を
利
用
し
た
方
に
原

則
実
費
を
支
給
し
て
い
る
。
一
時

金
は
、
財
政
面
の
見
直
し
と
近
隣

自
治
体
の
状
況
か
ら
判
断
し
、　
１６

年
度
か
ら
支
給
し
て
い
な
い
。

（
ほ
か
に
「
日
米
安
全
保
障
協
議

委
員
会（
２
＋
２
）の
概
要
か
ら
」

を
質
問
）

災
害
に
備
え
図
上
訓
練
や
学
校

と
地
域
の
合
同
訓
練
の
実
施
を
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